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お気付きの点や質問、

疑問などありましたら、

ご遠慮なく営業または、

下記までお問合せくだ

さい。 

 

お問合せ 

メールアドレス 

sg-arai-yoshio 

@kamisugiura.co.jp 

特 集 

 

・ 封筒、日清紡特殊紙 

キャンペーン終了 

 

・ 地震と再生紙 

 

・ 乾電池 

 

・ 紙の豆知識パート２ 

 このたびの地震は紙業界にも当

然、大きな影響を与えました。工場

の機械や、置いてあった在庫品が被

害を受けたからです。 
また紙を作るためには、パルプの

ほかにも様々な薬品が必要となりま

す。 
 
特に再生紙に関しては、それを作

るための薬品（苛性ソーダや過酸化

水素など）の生産がほぼ寡占状態で

した。そのため大手薬品メーカーの

工場が被災して、全国供給量の７～

８割がストップし、工場に直接被害

を受けなかった製紙メーカーでも、

抄紙に支障をきたしました。再生紙

の製造工程を追うことで、何故作れ

ないかが分かってくると思われます

ので、今回はそれを見てみましょう。 

    古紙ってなんですか？ 
 
 古紙とは文字通り家庭や企業など

で一度使われた新品ではない紙のこ

とです。そして同時に、私たちが作り

出すことのできる「第二の森林資源」

でもあるのです。 
 家庭で、企業で、工場で、毎日膨大

な量の古紙が生まれています。それら

古紙は家庭・オフィス・商店街・駅な

どで発生した「回収古紙」、印刷工場・

紙器工場・新聞社などで発生した「産

業古紙」と大きく分けて 2 つに分類さ

れています。 
 古紙というと、汚れたイメージを持

つ人もいるかもしれませんが、決して

そんなことはありません。私たちの身

の回りにあるさまざまな紙、例えば雑

誌や新聞紙、段ボール箱や紙の箱、ト

イレットペーパーなどは古紙が生ま

れ変わった姿なのです。しかし、それ

らの商品に生まれ変わることができ

る古紙も人の手を使って回収、分別し

なければ再び資源として使われるこ

ともなく、ただのゴミとなってしまい

ます。 
 最近では、環境問題やゴミの問題に

対する意識の向上から、個人や地域自

治体でも、古紙の回収に積極的に取り

組んでいる人が増えています。古紙

は、私たちの力で生み出すことのでき

る「第二の森林資源」なのです。古紙

をただのゴミとしないため、積極的に

回収してください。 
 
 各国の古紙回収率（2008 年） 

韓国・・・・・85.4 
ドイツ・・・・76.7 
日本・・・・・73.1 
スウェーデン・72.0 
フランス・・・64.1 
アメリカ・・・58.3 
イタリア・・・57.0 
中国・・・・・39.5 

 
 

  紙は時間がたつとなぜ黄ばむ？ 

 
 紙は日光にさらされると黄色くなっ

たり、退色したりします。これは紙が

紫外線によって化学変化して起きるも

のです。保管されている状態、湿度や

温度も影響しますが、上質紙よりも新

聞用紙や雑誌の本文用紙の方が早く変

色します。それは新聞用紙などは、木

材をそのまますりつぶした機械パルプ

を使用するのでリグニンを多く含み、

それが紫外線と反応して黄変するから

です。新聞古紙を使用した紙も同様で

す。 
 また蛍光染料の入った紙も直射日光

にさらされた場合、急激に変色します。

紙は生き物といわれています。日光に

も湿度にも敏感に反応しますので、大

事に扱ってください。 
 
 変色とは別に、長い期間のうちに紙

がぼろぼろになる「劣化」という現象

があります。紙を作るときにはインキ

で字を書いたりするときに出る滲みを

防ぐために、松ヤニを加工したサイズ

剤という薬品をいれるのですが、これ

を紙の繊維に定着させるため、硫酸ア

ルミニウムという薬品を一緒に入れま

す。この硫酸アルミニウムが紙を酸性

にして、長い間に紙の中に残った酸が

繊維を構成するセルロースを痛め、ぼ

ろぼろにしてしまうのです。このよう

な製法で作られた紙は酸性紙と呼ばれ

ます。 
 いまでは硫酸アルミニウムを使わず

に、繊維に定着するサイズ剤ができま

した。これを使ったものが中性紙で、

印刷・筆記用紙では中性紙の比率が高

まっています。 
 

 

 5 月になりました。大震災の余震も

まだ続き、その影響も公私にわたって

様々にあるかと思いますが、月日は過

ぎ、季節は移り変わってゆきます。 
「国敗れて山河あり」とは申しますが、

私たち日本は敗れたわけではありませ

ん。震災から早く元の生活を取り戻す

ことが今、喫緊の課題と言えるでしょ

う。 
 折しも季節は風薫る初夏。連休を利

用しリフレッシュして、また新たな一

歩を踏み出したいですね。 

 さて弊社での、一年ぶりのキャン

ペーンが終了しました。ご協力あり

がとうございました。 
 次回キャンペーンはまだ未定です

が、今回残念ながら見逃された方も

是非、改めてご参加いただきたいと

思います。 
 キャンペーンは終わりましたが、

封筒・特殊紙はまだまだ力を入れて

いきたいと思います。まずは弊社営

業までお声掛け下さい。 
  

 3月11日に発生しました東日本大震災により亡くなられた方のご冥福を

お祈り申し上げるとともに、被災地の一日も早い復興を祈念いたします。 
 また先月は地震の影響で、予告無しにニュースレターを休ませて頂きま

した。改めてお詫び申し上げます。 

再生紙の作り方は、一般の紙とあ

まり変わりありませんが、一番の違

いは、その名の通り原料が紙そのも

の（古紙パルプ・ＤＩＰ）であると

いう点です。 
一般の紙は、機械パルプ(※1)や化

学パルプ(※2)を原料とします。 
では再生パルプはどのように作

るのでしょう。 
 

※１・木材を機械ですり潰し、パルプ

にしたもの。リグニンがそのま

ま残っているので劣化しやす

い。ＧＰと呼ばれる。 
※２・木材チップを薬品で煮て繊維を

取り出しパルプにしたもの。リ

グニンがわずかなので、ＧＰに

比して劣化しにくい。ＫＰと呼

ばれる。 
 



 

営業 1 課 

 

 

         

     

                 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

営業２課 

乾電池 
  先の東日本大震災の影響でガソリン、パン、水、などが不足し、大変な思いをした人も多いのでは 
 ないでしょうか。そして、原子力発電所の事故による計画停電で不足したのが乾電池でした。今回は 

その乾電池についてです。 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

    発明者は日本人だった！ 
 皆さん、乾電池の発明者は、実は屋井先蔵（や

いさきぞう）という人物だということをご存知

でしょうか。 

 1800 年にイタリアのアレッサンドロ・ボルタ

が「ボルタ電池」と呼ばれる現在の電池の祖と

なったものを発明するも、取り扱いが非常に危

険であったがために、あまり実用的ではありま

せんでした。ちなみに、電圧の単位である「ボ

ルト」はアレッサンドロ・ボルタにちなんだも

のです。 

 このボルタ電池を改良して実用レベルに近づ

けたのが「ルクランシェ電池」と呼ばれるもの

で、これはマンガン電池の原型となったもので

す。ルクランシェ電池はボルタ電池に比べて危

険ではなくなったものの、非常に使いにくく、

このルクランシェ電池を改良して現在のように

手軽に使えるようになったものが屋井先蔵の発

明した「乾電池」なのです。 

 

    乾電池が生まれたきっかけ 
 屋井先蔵はもともとは新潟県の長岡の生まれ

で、13 歳の時に 9 日間歩いて上京し、時計店の

修理工として年季奉公をした後に東京物理学校

（現・東京理科大）へ通いました。東京物理学

校在学中に、職工学校（現・東工大）を受験す

るも 5 分遅刻した為に会場に入室させてもらえ

ず失敗。この遅刻をきっかけに正確に動く「連

続電気時計」に使用するため、「乾電池」を発明

することを決意したのです。 

 

       度重なる不幸 
 屋井先蔵は不屈の精神で数々の苦難を乗り越

え、1887 年に世界初の乾電池を発明しました。

しかし当時の特許は取得に膨大な金がかかった

ため、貧しかった屋井先蔵は特許を取得できま

せんでした。そして 1887 年にドイツのカール・

ガスナーが、1888 年にはデンマークのヘレンセ

ンが先に特許を取得してしまいました。 

 屋井先蔵が発明した「屋井式乾電池」は、発

明された当初は日本で乾電池を使用する機器が

無いために世間にはほとんど受け入れられず、 

 

 

1892 年にシカゴで開催された万国博覧会の

時に目を付けたアメリカの企業に模倣され、

2 年後にドライバッテリーとして日本に逆

輸入されてしまいました。 
 屋井先蔵は「連続電気時計」の発明に成功

して 1891 年に特許を取得。そして 1892 年に

ようやく乾電池の特許を取得できましたが、

日本を含めて世界で屋井先蔵の名はほとん

ど知られていません。 
 
        原理 
 1791 年、イタリアの生物学者ガルバーニ

という人が、カエルの足の神経に 2 種類の金

属を触れさせると電流が流れ、足の筋肉がピ

クピク動くのを発見しました。これが電池の

原理の発見といわれています。 
 銅と亜鉛を電解液（希硫酸や食塩水など）

に入れると、銅はほとんどイオン化しません

が、反対に亜鉛はイオン化して電子（－）が

出ます。そのため銅は（＋）極に、亜鉛は（－）

極となり、この 2つを導線でつなぐと銅から

亜鉛に電気が流れます。これが現在の化学電

池の原型、ボルタ電池なのです。 
 
     電池の種類と用途 
・マンガン乾電池 

一番古くから使われています。小さな電

力で動く機器に適しています。小さな電

力で長い時間使う置時計や掛け時計、ま

たリモコン、ガスや石油機器の自動点火

などにおすすめで、安価で経済的です。 
・アルカリ乾電池 
  乾電池の大半を占めています。大きな電 
  力が必要な機器に適しています。マンガ  

  ン乾電池の約 2倍以上長く使えます。デ 
  ジタルカメラ、ＣＤラジカセ、ヘッドホ 
  ンステレオ、モーターを使うおもちゃな 
  ど比較的長い時間使う用途におすすめ  

です。 
 

最初に「パルパー」という機械に、原料とな

る古紙を入れます。これは大きなミキサーのよ

うなもので、水を入れてかき回すことにより古

紙を溶かします。そしてパルプの洗浄のために

苛性ソーダ等の薬品を加えます。薬品にはさら

に、繊維からインクを剥がす作用もあります。

溶かされた古紙パルプは底の丸穴の櫛を通し

て、大きな異物が除去され次の工程に行きます。 
  

次の「スクリーン」でさらに異物の除去を行

います。まず「粗選スクリーン」で 0.2~0.3mm
の目を通して、次に「精選スクリーン」で

0.15mm くらいまでの異物を取り除きます。 
  

薬品を入れて剥がれやすくさせても、紙に残

ったインクはなかなか落ちません。そこで「フ

ローテーター」の出番です。これは円筒状の機

械で、最初のパルパーでインクが剥がれやすく

なったパルプを注ぎ入れて洗剤を加えます。さ

らに下から空気を送り込むことによって、泡に

インクを付着させ、パルプとインクを分離させ

ます。 
 インクが取り除かれたパルプは、フローテー

ターの中で過酸化水素を加えて漂白します。こ

れで乾燥させれば古紙パルプの出来上がりで

す。 
 因みにバージンパルプの漂白には過酸化水素

はあまり使われません。その点では、バージン

パルプ生産への影響は少なかったと言えます。 
 
パルプが出来れば後は再生紙も一般紙もほぼ

同じです。ワイヤー→プレス→ドライヤー→カ

レンダー→ワインダー→カッターという工程を

経て紙の完成です。小紙 28 号でも軽く取り上げ

たとおりですが、弊社ＨＰからもＰＤＦでご覧

いただけますので、あわせてご参照頂ければ幸

いです。（www.kamisugiura.co.jp） 

 
 ところで今回の地震で供給不足が深刻化し

た、文中にも出てきた二つの物質「苛性ソーダ」

と「過酸化水素」、実は日常生活にも深い関わり

があります。 
  

まず「苛性ソーダ」ですが、これは水酸化ナ

トリウム NaOH です。食塩（塩化ナトリウム

NaCl）を電気分解することで得られます。強ア

ルカリ性で蛋白質を腐食する作用を持つので、

皮膚等に触れたまま放置すると、接触部が溶か

 

されヌルヌルしてきます。 
 劇物なので、薬局等で購入する場合は印鑑と

身分証明書が必要になります。しかし、家庭で

てんぷら油などの廃油を利用した手作り石鹸を

作るのに必要なので、購入経験がある方もおら

れるかも知れませんね。 
 石鹸以外の代表的用途としては下水道や工業

排水の中和剤や、ボーキサイトからアルミニウ

ムの原料である、アルミナを取り出すのに使わ

れます。また水酸化ナトリウムの強力な脱脂作

用や強塩基性の溶解能力を利用して洗浄剤とし

ても用いられることもあり、市販の配水管クリ

ーナーはこれが主成分のものが多いです。 
 過去にはラーメンのコシを出すための「かん

すい」の代用品として使われたこともあったよ

うですが、現在は食品衛生法により使用が条件

付けられ、最終食品の完成前には中和が義務付

けられています。 
  

もうひとつ「過酸化水素 H2O2」は、濃度約

５％水溶液が、ご存知オキシドールです。消毒

薬に使われますね。傷口に塗ったときに出る泡

は、体内のカタラーゼと反応して発生した酸素

です。 
 工業的には洗浄・漂白に使われることがほと

んどで、これを用いて漂白されたバージンパル

プは、無塩素系漂白パルプＴＣＦと呼ばれます。 
 
ほかに供給不足が懸念される製紙材料として

はフェノール樹脂や、ラテックスなどもありま

すが、上記 2 点ほど身近ではないと思われるの

で今回は割愛します。 
 
ともあれ、思わぬところにまで大きな影響を

与えた今回の地震。「天災は忘れた頃にやってく

る。」まさにその言葉通りだったかと思います。

阪神大震災から 16 年、新潟県中越沖地震から 7
年、今回もまた私たちは大きな教訓を得ること

になりました。 
完全な復興にはまだ長くかかると思われます

が、日々の備えを忘れぬようにしたいものです。 
  

尚、今号の 4 ページ目にも再生紙についての

記述がありますので、そちらも是非ご覧下さい。 
 
 
 


